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コロナ後インフレではなく脱炭素インフレだ  

⽇経新聞「脱炭素加速 インフレ圧⼒」より 

 

最近わかったことがある。加速しつつあるインフレはコロナ後の景気回復に伴

う揺れ戻しが原因ではない。 

コロナ後インフレは、ある意味（株⾼）ではもうとっくに来ているし、ある意

味（実需回復）ではまだ来ていないと⾔える。 

 

しかしいまのインフレは、そのどちらでもない。いまのインフレは、資源開発

の鈍化による⼈⼯的インフレだ。パリ協定が成⽴した後、「座礁資産」化を恐

れて、炭素エネルギーへの開発投資が縮⼩した。これが慢性的な商品・輸送⼒

不⾜を⽣んでいる。 

 

それは下⼿をすると庶⺠を⽣活苦となって襲い、新興国や途上国にもっとも過

酷なしわ寄せをもたらす最悪のインフレとなる可能性がある。 

12 ⽉２７⽇の⽇経新聞では、これを「グリーン・インフレーション」と呼ん

でいる。 

 



 
  

この図ではすべての影響を列挙しているが、当⾯最⼤の問題は、OPEC の⽣産

調整を象徴とする供給サイドの模様眺めである。 

 

記事の内容に⼊っていく。 

 

１．何が起きているか 

 

まずは天然ガス（LNG）の需要急増である。これは３つの要因に⽀えられてい

る。⽯炭供給の減少、原油採掘量の停滞、異常気候による再エネ産出の低下で

ある。 

それでは LNG の供給は需要に応じて増加しうるのか。ここが問題で、LNG も

脱炭素の主敵のひとつなので、供給元の開発意欲は低い。２１年の開発投資は

世界で３千億ドル。これはピークだった 14 年に⽐べ 26%少ない数字だ。 

 



つまりエネルギー資源としての LNG への過度の集中、しかし LNG は増産どこ

ろか減産の危険すらある。これは位相的とは⾔えず、構造的インフレというし

かない。 

 

 

２．LNG の価格⾼騰は何をもたらすか 

 

LNG の需要急増は価格⾼騰をもたらす。欧州の LNG は 12 ⽉に⼊って MW/時 

24,000円まで上昇した。これは 1 年前の 5 倍である。 

 

「⾵が吹けば桶屋が儲かる」のはなしではないが、LNG が上がれば、電⼒料⾦

が上がる。電⼒料⾦が上がれば、電⼒を必須とする⾮鉄⾦属の⽣産価格が上

昇、そもそも商品が市場から消滅する。 

 

 

３．需給インフレは⾦融には解決できない 

 

FRBは利上げの早期実施で対応しようとしている。しかしそれは有害無益の可

能性がある。需給インフレは需給関係の調整を通じてしか解決できない。そう

でないと、それはスタグフレーションという地獄への扉を開けることになる。 

 

それは資源インフレという形で新興国から⼿⾜をもぎ、⾼⾦利という形で新興

国から資⾦を奪い、脱炭素計画の最悪のコース、「新興国や途上国を原始時代

の⽣活に突き落とすことにより、脱炭素を実現するというコース」を辿らせる

ことになる。 

 

いま⼤事なのはタイムテーブルではなく脱炭素社会へのロードマップなのでは

ないだろうか。 


